
平
成
二
十
六
年
四
月
四
日
受
領

答

弁

第

九

六

号

内
閣
衆
質
一
八
六
第
九
六
号

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

伊

吹

文

明

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
君
提
出
原
発
停
止
後
も
核
燃
料
税
が
課
税
し
続
け
ら
れ
て
い
る
件
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答

弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
貴
子
君
提
出
原
発
停
止
後
も
核
燃
料
税
が
課
税
し
続
け
ら
れ
て
い
る
件
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
記
事
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
把
握
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

核
燃
料
税
（
青
森
県
が
課
税
す
る
核
燃
料
物
質
等
取
扱
税
及
び
茨
城
県
が
課
税
す
る
核
燃
料
等
取
扱
税
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
は
、
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
六
年
四

月
一
日
現
在
、
十
二
の
道
県
に
お
い
て
、
原
子
力
発
電
所
の
立
地
に
伴
う
財
政
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
等
の
た
め
、
原
子

炉
に
挿
入
さ
れ
た
核
燃
料
の
価
額
等
に
応
じ
て
課
税
し
て
い
る
道
府
県
法
定
外
普
通
税
で
あ
る
が
、
そ
の
税
率
、
課
税
標
準

等
は
、
各
道
県
に
よ
り
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

地
方
税
法
第
二
百
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
府
県
は
、
道
府
県
法
定
外
普
通
税
の
新
設
又
は
変
更
を
し
よ
う

と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
総
務
大
臣
に
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お

一



り
、
お
尋
ね
の
「
八
道
県
に
お
け
る
核
燃
料
税
の
仕
組
み
が
変
更
さ
れ
て
い
た
こ
と
」
に
つ
い
て
も
、
同
項
の
規
定
に
基
づ

く
手
続
が
行
わ
れ
て
い
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
八
道
県
の
核
燃
料
税
に
係
る
条
例
は
、
い
ず
れ
も
、
当
該
道
県
の
住
民
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
た
議
員
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
議
会
に
お
い
て
、
地
方
税
法
第
二
百
五
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
納
税
義
務
者
で
あ
る
電
気
事
業
者
の
意

見
も
聴
い
た
上
で
、
制
定
さ
れ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
総
務
大
臣
は
、
同
法
第
二
百
六
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
道
府
県
法
定
外
普
通
税
の
新
設
又
は
変
更
に
係
る
協
議

の
申
出
を
受
け
た
場
合
に
は
、
国
税
又
は
他
の
地
方
税
と
課
税
標
準
を
同
じ
く
し
、
か
つ
、
住
民
の
負
担
が
著
し
く
過
重
と

な
る
こ
と
等
、
同
条
各
号
に
掲
げ
る
事
由
の
い
ず
れ
か
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
に
同
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
同
法
第
二
百
六
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
財
政
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
お
尋
ね
の
八
道
県
の
核
燃
料
税
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
従
っ
て
総
務
大
臣
が

同
意
し
た
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
、
「
是
正
が
必
要
で
あ
る
」
と
は
考
え
て
い
な
い
。

二


